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１．はじめに 

プレストレストコンクリート（PC）構造は，一般

に PC 鋼材でコンクリートに圧縮力を加えてひび割

れを制御する構造である．この PC 鋼材の代わりに，

鋼桁の曲げ剛性を利用して下フランジコンクリート

にプレストレスを導入する構造形式としてプレビー

ムがある（図-1）1)．この構造形式に用いられるコン

クリートには高い流動性と早期の強度発現，鋼桁周

囲の補強鉄筋を含む鋼材の保護性能が求められる． 

本構造形式において，鋼材の保護性能を向上する

ために，フライアッシュ（FA）の適用を検討してい

る 2)．既報ではフレッシュ性状と初期強度の両方を

満たす高強度 FA コンクリートの配合を選定した 2)．

本研究では，実機においてベースセメントの種類と

FA 添加の有無を変えたコンクリートを製造し，その

コンクリートのスランプフロー試験，空気量試験，

各種施工性能試験，圧縮強度試験を実施した． 

２．試験概要  

(1) 試験方法 

本構造形式に使用するコンクリートには，鋼材と

型枠に囲まれた狭隘な空間を確実に充填できる流動

性や材料分離抵抗性が必要である．施工では流動性

のあるコンクリートを用い，振動締固めを行う．そ

こで試験は，表-1 の流動性の比較に L 形フロー試

験，加振による流動性や締固め性の比較に加振スラ

ンプ試験，材料分離抵抗性の比較に V 漏斗試験，充

填性（加振なし）の比較に U 形充填試験を用いた 3)． 

(2) 試験ケースとコンクリートの配合  

試験ケースは，表-2 のように，ベースとするセメ

ント種類と FA 添加の有無を変えた 4 ケースとした．

配合条件は目標スランプフローを 40cm，粗骨材最大

寸法 25mm，目標空気量を 4.5%とした．FA 添加の配

合では水セメント比 W/C を 29.0%，単位水量 W を

150kg/m3 とした．FA は JISⅡ種相当のもので，ベー

スセメントに質量割合 15%で置換した．外気温は 8

～9℃，コンクリート温度は 12～15℃であった．な

お，NF，H，HF の圧縮強度は，材齢 5 日には 50 N/mm2

を上回っており，N の圧縮強度は 7 日で上回った． 

３．試験結果 

(1) フレッシュ性状の時間変化 

図-2 にスランプフローの履歴を示す．スランプフ

ローは直交する 2 方向の値の平均値とした．練り上

がり後 20 分で混和剤の効果が得られ，スランプフロ

ーが増加して，60 分ではすべてのケースの値が同程

度になった．H と HF のスランプフローは，60 分ま

で徐々に増加した． 

図-3 に空気量の履歴を示す．練り上がり直後の空

気量は，4.0%から 5.0%付近にあり，FA を添加して

も安定した値が得られた．練り上がり後 60 分での

減少量は，0.3～0.6 ポイントと小さかった．本研究

の高強度 FA コンクリートは，実機製造においても
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図-1 プレビームの工法概要 
 

表-1 試験項目と試験時期 

表-2 試験ケースとコンクリートの配合 

評価性能 試験項目 試験時期

スランプフロー試験

空気量試験

流動性 L形フロー試験

加振締固め性 加振スランプ試験

材料分離抵抗性 V漏斗試験

充填性（加振なし） U形充填試験

強度 圧縮強度試験 材齢 5日，7日

練り上がり直後，
20分後，60分後

20分後のフロー試験，

空気量試験の終了後

フレッシュ性状

ｾﾒﾝﾄ W/B s/a

種類 (%) (%) C FA W S G
N 31.2 41.8 465 0 145 717

NF 29.0 39.0 430 88 150 637
H 31.8 42.0 456 0 145 723

HF 29.0 38.9 430 88 150 635

1005

単位量（kg/m
3
）

普通

早強
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安定したフレッシュ性状が得られた． 

(2) 各種施工性能の比較 

図-4 に L 形フロー試験の流動距離を示す．流動距

離と 20 分後のスランプフローにはある程度の直線

関係が見られ，初期性状の影響が大きく，FA 添加の

影響が小さいことが確認できた． 

図-5 に加振スランプ試験のスランプフローの比

較を示す．加振後の FA ありの NF と HF では，FA な

しの N と H よりもスランプフローが大きくなった．

加振による変形量 10±3cm を NF と HF ともに満た

しており，FA 添加のケースで加振締固めによる流動

性と充填性が確保できることを確認した 3)． 

図-6 に V 漏斗試験の流下時間を示す．HF の流下

時間が H の値に比べて大きくなった．NF では，1 回

目の試験で粗骨材の詰まりが見られ，2 回目の再試

験では滑らかに流動した．FA を添加したときコンク

リートの粘性が大きくなるため，細骨材率 s/a の小

さい本研究の FA 配合では粗骨材のかみ合わせが起

こりやすいことが確認できた．細骨材率 s/a を見直

すことで改善されると考えられる． 

図-7 に U 形充填試験の充填高さを示す．HF の充

填高さが H の値に比べて 20mm 程度小さくなり，加

振なし（自己流動）の場合には充填性が低い傾向が

見られた．しかしながら，加振締固め性が良いため，

加振との組合せにより改善できると考えられる． 

４．まとめ 

(1) 本研究の高強度 FA コンクリートは，時間経過

に伴う空気量の減少量が小さく，実機製造にお

いても安定したフレッシュ性状が得られた． 

(2) FA コンクリートは，加振締固めによる流動性と

充填性が確保できることを確認した． 

(3) FA コンクリートは，粗骨材とモルタルの材料分

離抵抗性と加振なしの充填性が FA 添加なしに

比べて低くなった．細骨材率の見直しや加振と

の組合せにより改善できると考えられる． 
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図-2 スランプフローの履歴    図-3 空気量の履歴       図-4 L 形フロー流動距離 

  
図-5 加振前後のフローの比較   図-6 V 漏斗流下時間の比較    図-7 U 形充填高さの比較 
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